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NEWS
［ ニュース・トピックス ］

─
─
ロ
ン
ド
ン
五
輪
出
場
に
は
特
別
な

気
持
ち
が
あ
っ
た
と
思
う
の
だ
が
。

正
直
、最
初
は
自
分
が
五
輪
に
出
場
す
る

こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。転
機

は
高
校
三
年
の
時
、ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ａ
チ
ー
ム

に
選
出
さ
れ
た
こ
と
。チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
な

ら
、ル
ー
テ
ィ
ン
競
技
の
代
表
チ
ー
ム
８
名
に

入
っ
て
泳
ぎ
た
い
、で
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
。そ
う
感
じ
て
練
習
に
励
み
、選
考
会
に

挑
ん
だ
。

─
─
最
終
選
考
ま
で
の
道
の
り
に
お
い

て
の
苦
労
は
。

選
考
会
は
東
京
で
行
わ
れ
る
た
め
、大
阪

か
ら
の
移
動
で
体
力
を
消
耗
し
、プ
ー
ル

の
水
の
感
覚
の
違
い
と
い
う
ハ
ン
デ
も
あ
っ

た
。で
も
同
世
代
の
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
た
く

な
い
一
心
で
、先
生
の
厳
し
い
指
導
に
し
っ
か

り
と
つ
い
て
い
き
、代
表
に
選
抜
さ
れ
た
。

─
─
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
は
ど
の
よ
う
な

意
気
込
み
で
臨
ん
だ
の
か
。

４
年
に
一
度
の
舞
台
な
の
で
、私
を
含
め
、

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
選
手
ば
か
り
。チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
、上
を
め
ざ
す
の
み
と
い
う

覚
悟
で
挑
戦
し
た
。

─
─
五
輪
五
位
入
賞
と
い
う
結
果
に
つ

い
て
の
自
己
採
点
は
。

日
本
の
技
術
を
最
大
限
出
し
切
っ
た
結

果
。下
位
の
国
に
抜
か
れ
る
こ
と
な
く
、上

位
と
の
差
も
縮
ま
っ
た
。悔
い
は
な
い
が
、

ま
だ
ま
だ
上
を
目
指
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

─
─
競
技
を
終
え
た
後
の
感
想
は
。

親
か
ら
の
声
援
、コ
ー
チ
の
喜
ぶ
顔
、観
客

の
拍
手
。そ
れ
ら
を
感
じ
た
時
、頑
張
っ
て

き
て
良
か
っ
た
と
、心
か
ら
思
っ
た
。苦
し
い

こ
と
も
多
か
っ
た
が
、だ
か
ら
こ
そ
楽
し
み

が
あ
り
、達
成
感
も
大
き
い
。シ
ン
ク
ロ
の

魅
力
や
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
を
、再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

─
─
厳
し
い
練
習
と
大
学
生
活
と
の
両

立
に
も
苦
労
が
あ
っ
た
の
で
は
。

練
習
や
選
考
会
で
授
業
に
出
ら
れ
な
い
時

は
、友
人
が
講
義
ノ
ー
ト
や
プ
リ
ン
ト
を
貸

し
て
く
れ
た
。家
族
も
、送
り
迎
え
や
出

ら
れ
な
か
っ
た
テ
ス
ト
の
追
試
手
続
き
な
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本
学
が
加
盟
す
る
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

大
阪
で
は
、学
生
か
ら
の
公
募
事
業
と
し

て「
人
と
人
と
の
関
わ
り
事
業
」を
実
施
。

同
事
業
は
若
者
の
視
点
で
人
権
啓
発
を

促
す
こ
と
が
で
き
る
取
組
み
を
募
集
す

る
も
の
だ
。採
択
さ
れ
た
企
画
に
は
、１

件
あ
た
り
最
大
１
５
０
万
円
の
予
算
が
支

給
さ
れ
る
。３
件
の
事
業
募
集
に
対
し
７

件
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
う
ち
本
学
学
生

の
企
画
２
件
が
採
択
さ
れ
た
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
大
阪

「
人
と
人
と
の
関
わ
り
事
業
」に

本
学
学
生
の
企
画
が
採
択
！

採択事業
大学生が大学生のために変える就職活動
～大学生と社会人とのつながり～

【企画代表学生】　国際教養学部 アジア学科 4年／鈴木 夏央
 経営学部 マーケティング学科 4年／川谷 厚志
     http://shukatsu-search.mods.jp/shukatsu-search/

ウツトーーク！
～うつ病を乗り越えた者たち～

【企画代表学生】　心理学部 心理学科 4年／山下 貴弘
     http://utsutalk.jp/
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BOOK INTRODUCTION
追手門学院大学 教員の著書

［五十音順］

　

2
0
1
2
年
7
月
21
日（
土
）、追
手
門

学
院
高
校
と
の
高
大
連
携
講
座「
立
志
塾
」

の
公
開
講
座
が
追
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。授
業
は
講
演
と
討
議
の
2
部
構
成
。講

演
で
は
追
手
門
学
院
客
員
特
別
教
授
の
ア

グ
ネ
ス・
チ
ャ
ン
氏
が
高
校
・
大
学
生
、一
般

参
加
者
ら
を
相
手
に「
世
界
へ
の
志
」と
題

し
自
ら
の
半
生
を
熱
く
語
っ
た
。

　
「
人
は
み
な
違
っ
て
い
て
、同
じ
人
間
は
こ

の
世
に
二
人
と
い
な
い
。お
互
い
の
違
い
を

認
め
合
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、温
か
い
心
が

持
て
、協
力
し
合
え
る
。世
界
に
臨
む
に
は
、

ま
ず
そ
う
し
た
違
い
を
大
事
に
で
き
る
人

間
に
な
る
こ
と
が
重
要
」。

　

優
秀
な
姉
と
比
較
さ
れ
た
幼
少
期
。中

学
生
の
時
に
初
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
、障
が
い
者
の
方
々
か
ら
受
け
た
温
か

な
歓
迎
。故
郷
・
香
港
を
離
れ
て
の
芸
能
活

動
。日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
大
使
と
し
て
世
界

各
地
で
深
め
た
見
識
。母
親
と
し
て
子
育
て

に
奮
闘
し
た
日
々
。そ
う
し
た
自
ら
の
実
体

験
の
す
べ
て
が
、教
育
学
博
士
と
し
て
の
同

氏
の
言
葉
に
強
い
説
得
力
を
も
た
ら
す
。

　
「
み
ん
な
が
同
じ
じ
ゃ
な
く
て
違
う
か
ら

こ
そ
、あ
な
た
は
と
っ
て
も
素
敵
。周
り
を

意
識
す
る
こ
と

か
ら
、自
分
に

つ
い
て
意
識
を

向
け
よ
う
。自

分
の
考
え
を
信

じ
、自
分
に
納

得
し
て
自
分
を

大
事
に
生
き
る

こ
と
。
そ
れ
こ

「
人
は
み
な
違
う
。互
い
を
認
め
、自
分
を
信
じ
よ
う
」

ア
グ
ネ
ス・チ
ャ
ン
氏
が
語
っ
た
、世
界
へ
の
志
。

ま
だ
戦
争
が
あ
る
国
で
は
、宗
教
や
民
族
の
違
い
を
認
め
ら
れ
ず
に

い
る
。違
い
は
誰
に
で
も
必
ず
あ
る
。そ
れ
を
認
め
合
い
、互
い
を
尊

敬
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、ア
グ
ネ
ス・チ
ャ
ン
氏
は
説
く
。ま
た
、自

身
も
母
親
で
あ
る
こ
と
か
ら
、未
来
の
子
供
た
ち
に
強
い
想
い
を
抱

く
。「
未
来
の
子
供
た
ち
が
、私
た
ち
大
人
を
よ
り
新
し
い
道
へ
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
」。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
2
0
1
2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

テ
ー
マ
は「
未
来
を
照
ら
す

追
大 

光
の
祭
典
2
0
1
2
」

「
学
生
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
」、

追
手
門
学
院
大
学
で
開
催
！

全
国
56
大
学
、３
４
０
名
が
参
加
。

学
生
Ｆ
Ｄ
活
動
を
推
し
進
め
る
全
国
の
大

学
教
職
員
、学
生
が
集
い
情
報
交
換
や
研

修
を
行
う
全
国
大
会「
学
生
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト

２
０
１
２
冬
」。そ
の
主
催
校
に
追
手
門
学

院
大
学
が
選
ば
れ
た
。２
０
１
２
年
２
月
25

日・
26
日
、本
学
の
茨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
本
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、全
国
か
ら
56
大

学
、３
４
０
名
を
超
え
る
教
職
員
・
学
生
が

参
加
し
、「
大
学
を
変
え
る
、学
生
が
変
え

る
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、分
科
会
や「
し
ゃ

べ
り
場
」が
行
わ
れ
た
。本
学
学
生
Ｆ
Ｄ
ス

タ
ッ
フ
の
意
欲
と
情
熱
、周
到
に
練
り
上

げ
ら
れ
た
企
画
の

数
々
、参
加
者
へ
の

手
厚
い
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
、す
べ
て
に
わ

た
っ
て
、参
加
者
に

深
い
感
銘
を
与
え
る

サ
ミ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

本
学
学
生
と
職
員
に
よ
る
共
同

企
画
。7
月
11
日
、決
起
会
が
開

か
れ
た
。12
月
初
旬
の
開
催
を
予

定
。来
場
者
の
心
に
残
る
イ
ベ
ン

ト
を
目
指
す
。ブ
ロ
グ
も
既
に
開

設
し
て
お
り
、詳
し
い
イ
ベ
ン
ト
の

情
報
が
見
ら
れ
る
。

2
0
1
2
年
度

前
期
人
権
研
修
会
開
催

7
月
5
日
（
木
）
本
学
5
号
館
で
、

2
0
1
2
年
度
前
期
人
権
研
修
会
を
開

催
。福
知
山
淑
徳
高
等
学
校
非
常
勤
講

師
、山
室
建
治
氏
を
講
師
に
迎
え「
ア
ン

ネ
の
バ
ラ
に
託
す
平
和
」と
題
し
て
講
演

い
た
だ
い
た
。同
氏
は「
ア
ン
ネ
の
バ
ラ
」

の
苗
木
を
育
て
、毎
年
接
ぎ
木
を
行
い

全
国
に
広
め
る
活
動
を
通
じ
、平
和
の
尊

さ
を
訴
え
て
い
る
。本
講
演
で
の「
バ
ラ

を
大
切
に
育
て
る
の
と
同
じ
よ
う
に
平

和
も
人
の
手
に
よ
っ
て
育
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」と
い
う
言
葉
は
参
加
者
の
心
に

深
く
刻
み
込

ま
れ
た
。こ
の

「
ア
ン
ネ
の
バ

ラ
」は
本
学
に

も
寄
贈
い
た

だ
き
、将
軍
山

会
館
前
に
植

栽
し
て
い
る
。

中
牧
佳
南
さ
ん
、

シ
ン
ク
ロ
日
本
A
代
表
に

国
際
教
養
学
部
英
語
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
2
年
生
、中
牧
佳
南
さ
ん
が
シ
ン
ク
ロ

日
本
A
代
表
に
選
抜
さ
れ
た
。中
牧
さ
ん

は
8
月
に
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
で
行
わ

れ
た
日
本
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
で
入
賞（
チ
ー

ム
2
位
、デ
ュ
エ
ッ
ト

お
よ
び
ソ
ロ
で
3

位
）。11
月
中
旬
に

ド
バ
イ
で
開
催
さ
れ

る
ア
ジ
ア
選
手
権

大
会
に
出
場
す
る
。
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吹
奏
楽
団　

定
期
演
奏
会

永
遠
の
名
作「
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
ス

ト
ー
リ
ー
」を
音
楽
で
表
現
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
、歩
き
な
が

ら
楽
器
を
演
奏
す
る
迫
力
満
点
の

ス
テ
ー
ジ
マ
ー
チ
ン
グ
シ
ョ
ー
、吹
奏

楽
の
真
髄
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
と
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
に
わ
た
り
構

成
。見
ど
こ
ろ
盛
り
だ
く
さ
ん
と

な
っ
て
い
る
。 （
入
場
無
料
）

▼
11
月
30
日（
金
）18
時
30
分
開
演 

▼
吹
田
市
文
化
会
館 

メ
イ
シ
ア

タ
ー
大
ホ
ー
ル

ど
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
く
れ
た
。友
人
や
家

族
の
支
え
が
い
か
に
大
切
か
も
、五
輪
を

通
じ
て
改
め
て
学
ん
だ
と
思
う
。

─
─
今
後
の
抱
負
は
。

ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
経
験
を
活
か
し
、

２
０
１
６
年
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
に

向
け
て
、日
本
に
貢
献
し
た
い
。メ
ダ
ル
が

取
れ
る
チ
ー
ム
と
な
る
た
め
に
、目
の
前
の

課
題
を
一
つ
ず
つ
克
服
し
、自
分
も
チ
ー
ム

も
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。そ
し
て
世

界
に
認
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
を
つ
く
り
あ
げ
、

メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
機
会
を
増
や
し
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
シ
ン
ク
ロ
の
魅
力
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

日
本
代
表 

吉
田
胡
桃
さ
ん

「
ロ
ン
ド
ン
五
輪
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
」。

2
歳
の
頃
か
ら
母
が
コ
ー
チ
を
務
め
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
水

泳
を
学
び
、小
学
4
年
生
か
ら
本
格
的
に
シ
ン
ク
ロ
を
始
め
る
。

2
0
1
0
年
、恩
師
・
井
村
雅
代
氏
の
す
す
め
で
追
手
門
学
院
大

学
に
入
学
。同
年
に
日
本
選
手
権
チ
ー
ム
フ
リ
ー
ル
ー
テ
ィ
ン
優
勝
。

2
0
1
2
年
の
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
は
団
体
五
位
入
賞
を
果
た
す
。

1
6
7
c
m
の
身
長
と
筋
肉
の
美
し
さ
を
活
か
し
た
演
技
が
魅
力
。

国
際
教
養
学
部 

ア
ジ
ア
学
科 

3
年

吉
田 

胡
桃 

さ
ん

T
o

p
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「
大
学
広
報
人
材
養
成
講
座
」に

高
い
関
心
。梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
で

後
期
授
業
ス
タ
ー
ト

情
報
発
信
の
ス
キ
ル
を
基
礎
・
基
本
か
ら

幅
広
く
学
べ
る「
大
学
広
報
人
材
養
成
講

座
」が
大
阪
梅
田
サ
テ
ラ
イ
ト
で
6
月
に

開
講
し
9
月
27
日
か
ら
後
期
授
業
が
始

ま
っ
た
。関
西
プ
レ
ス
ク
ラ
ブ
と
日
本
広
報

学
会
関
西
部
会
の
後
援
、協
力
を
得
て
本

学
の
主
催
で
開
講
し
た
年
間
20
回
シ
リ
ー

ズ
の
公
開
講
座
。講
師
は
企
業
や
大
学
の

広
報
、マ
ス
コ
ミ
、広
報
学
会
な
ど
幅
広
い

分
野
で
活
躍
す
る
情
報
発
信
問
題
の
専

門
家
。講
義
は
実
学
重
視
で
、授
業
に
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

登
録
受
講
生
は
現
在
95
人
。毎
回
大
学

職
員
の
ほ
か
大
学
生
、高
校
生
、教
員
、企

業
関
係
者
ら
の
参
加
が
あ
り
、授
業
は
本

学
が
社
会
貢
献
の一
環
で
行
う
。

そ
が
、未
来
あ
る
若
者
の
志
。誰
か
ら
言
わ

れ
た
も
の
で
も
な
い
、あ
な
た
自
身
の
夢
を

見
て
ほ
し
い
」。

　

1
部
の
講
演
会
で
は
笑
い
を
誘
う
見
事

な
話
術
と
そ
の
た
く
ま
し
い
生
き
方
に
会

場
の
高
校
生
た
ち
は
皆
真
剣
に
耳
を
傾

け
聞
き
入
っ
た
。2
部
は
高
校
・
大
学
生
の

チ
ー
ム
と
の「
夢
と
志
」を
テ
ー
マ
に
し
た

グ
ル
ー
プ
討
論
で
、テ
ー
ブ
ル
を
回
っ
て
一

人
ひ
と
り
の
質
問
に
熱
心
に
受
け
応
え
す

る
ア
グ
ネ
ス
氏
の
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

団体名 月日 大会 実績

硬式野球部 6月 阪神大学野球連盟新人戦 準優勝

少林寺拳法部

7月1日 2012少林寺拳法
大阪府民体育大会

一般三段組演武　
入賞
一般二段組演武　
入賞
一般初・
二段単独演武 優勝
一般四段組演武　
優勝
一般女子三段組演
武　優勝

7月16日 少林寺拳法
関西学生大会

自由組演武男子
二段以上の部 ３位

三人掛の部 入賞

段外女子組
演武の部 ３位

柔道部 9月16日 茨木市民柔道大会

有段者の部
優勝・準優勝

段外者の部 優勝

漕艇部 5月3日〜
6日 第65回朝日レガッタ

一般男子シングル
スカル準決勝進出
一般女子シングル
スカル準決勝進出
男子ダブルスカル
準決勝進出

ソフトテニス部 4月29日 関西学生ソフトテニス
春季リーグ戦 6部Ａ優勝

チア
リーディング部

6月17日
第21回関西
チアリーディング
選手権大会

規定演技 ３位

自由演技 ５位

8月25日・
26日

JAPAN CUP 2012チア
リーディング日本選手権大会 準決勝進出

洋弓部 8月15日・
16日

第52回関西学生アーチェリー
ターゲット選手権大会 決勝４人進出 ▼ 学生スタッフブログ

http://www.act.otemon.ac.jp/user_options/100182

入
賞
学
生
団
体
一
覧 

［
4
月
〜
9
月
］

自己の心理学を学ぶ
人のために
金川 智惠（経営学部）共著
2012年2月／世界思想社

国際社会を学ぶ
中村 都（経営学部）共著
2012年3月／晃洋書房

秀吉伝説序説と
『天正軍記』
（影印・翻字）

追手門学院大学
アジア学科（編）
2012年3月／和泉書院

オープン・イノベー
ションと企業の戦略的
提携
再生医療のネットワーク型総
合産業化の創造に関する研究

米倉 穰（経営学部）著
2012年3月／税務経理協会
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